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1.IT人材を採用する企業の動向
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1.IT人材を採用する企業の動向

正社員、派遣社員、業務委託で IT 人材（エンジニア、コンサル、デザイナー等を含む）を採用する企業担当者

1000 名

1-1.回答者属性について

所属企業の業態

所属企業の従業員数

その他

コンサルティング

受託開発

SES/派遣

SIer

自社開発企業 41.1%

24.1%

14.6%

11.1%

4.5%

4.6%

0% 10% 20% 40%30%

5,001 ～ 10,000人

10,000人以上

不明（わからない）

2,001 ～ 3,000人

3,001 ～ 5,000人

1,001 ～ 2,000人

501 ～ 1,000人

101 ～ 500人

51 ～ 100人

～ 50人 11.5%

18.0%

8.7%

14.9%

12.5%

1.7%

0% 5% 10% 15% 20%

13.2%

6.9%

6.5%

6.1%

※回答数＝1000

※回答数＝1000
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2024 年度の採用目標人数の達成状況について、「達成済み」「目標達成進捗である」と回答した企業は全体の

45.0% でした。

約 5 社に 1 社は「目標達成が難しい可能性がある」「目標には大きく届かない見込み」と回答しており、採用に苦戦

している企業もあるようです。

1-2.IT人材の採用市場動向

採用目標の達成度

今年度の採用目標人数の達成状況

今年度の採用目標人数の達成状況

わからない
12.9%目標には大きく

届かない見込み
5.3%

乖離があるが、
目標達成できる

見込み
20.2%

目標達成が難しい
可能性がある

16.6%
目標達成

進捗である
27.9%

目標達成
済み

17.1%

※回答数＝1000

SIer（N＝241）

SES/派遣（N＝146）

受託開発（N＝111）

自社開発企業（N＝411）

17.1%

13.0%

11.6%

10.7

8.1%

9.6%

2.5%

4.4%

15.3%

15.8%

20.7%

14.6%

15.3%

28.8%

20.3%

19.5%

33.3%

24.0%

27.8%

29.4%

10.8%

8.9%

17.0%

21.4%

0% 25% 50% 75% 100%

目標達成済み 目標達成進捗である 乖離があるが、目標達成できる見込み

目標には大きく届かない見込み目標達成が難しい可能性がある わからない

※IT 企業 4 業態についての比較
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1.IT人材を採用する企業の動向

今年度の採用人数について、昨年度と比較して「増加した」と回答したのは全体の 43.7％となりました。業態別

でみると、自社開発企業と SIer の約半数が採用人数を「増加した」と回答しています。

採用人数が増加した企業の内訳を見ると、増加幅は「10名～ 30名未満」が37.5%と最も多く、ついで「10名未満」

が 23.6% でした。100 名以上の大規模な増加も 10.1% 存在し、一部の企業で積極的な採用活動が行われているこ

とがうかがえます。

採用人数の変動状況

採用人数の変動（昨年度比）

採用人数の変動（業態別）

採用人数の増加幅（昨年度比）

変化なし
47.7%

減少した
8.6%

※回答数＝1000

増加した
43.7%

SIer（N＝241）

SES/派遣（N＝146）

受託開発（N＝111）

自社開発企業（N＝411）

34.2%

26.7%

48.5%

51.3%

60.4%

58.2%

44.0%

42.3%

15.1%

7.5%

6.3%

0% 25% 50% 75% 100%

増加した 減少した変化なし

※IT 企業 4 業態についての比較

5.4%5.4%

100名以上

50名～ 100名未満

30名～ 50名未満

10名～ 30名未満

10名未満 23.6%

17.8%

37.5%

11.0%

10.1%

0% 10% 20% 30%

※採用人数が「増加した」と回答した採用担当者　回答数＝437
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母集団増のために最も注力している採用ターゲット

エンジニア採用において、母集団を増やすために最も注力しているターゲットは「新卒採用（38.5％）」「ミドルシ

ニア層（45 歳～ 64 歳）の経験者採用（35.9％）」という結果となりました。

一方、「未経験者採用 （6.0%）」「外国籍人材の採用 （4.5%）」「シニア層（65 歳以上）経験者採用 （4.2%） 」に注力

する企業も見られ、企業は採用ターゲットの多様化を図っていることが分かります。 より多くの人材を確保する

ためにも、エンジニア経験の有無や国籍、年齢にとらわれない幅広い層へのアプローチが進んでいると言える

でしょう。

採用ターゲット

シニア（65歳以上）の経験者採用

外国籍の方の採用

未経験採用

ミドルシニア層（45歳～ 64歳）の経験者採用

新卒採用 38.5%

6.0%

35.9%

4.5%

4.2%

退職者の再雇用 3.6%

特にない 5.0%

その他 2.3%

0% 10% 20% 30%

※回答数＝1000
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最も力を入れて採用しているポジションは「リーダークラス（38.0%）」となり、ついで「メンバークラス（36.1%）」

や「ハイクラス・管理職（20.5%）」が続く結果となりました。

業態別の内訳を見ると、SIer では特にリーダークラスの採用に注力しており、プロジェクト推進の中核となる人

材の採用を重視していることが分かります。また、自社開発企業では約 4 社に 1 社がハイクラス・管理職の採用

に注力しており、高度な技術力やマネジメント能力を持つ人材の需要の高さがうかがえます。

採用ポジション

最も注力している採用ポジション

最も注力している採用ポジション

0.7%0.7%

0.4%0.4%

0.7%0.7%

0.0%0.0%

その他

メンバークラス

リーダークラス

ハイクラス（管理職）

経営者・上級管理職 4.8%

38.0%

20.5%

36.1%

0.6%

0% 10% 20% 30%

※回答数＝1000

SIer（N＝241）

SES/派遣（N＝146）

受託開発（N＝111）

自社開発企業（N＝411）

54.1%

46.6%

22.8%

31.9%

35.1%

34.2%

51.9%

33.3%

9.0%

16.4%

21.2%

26.8%7.3%

0% 25% 50% 75% 100%

※IT 企業 4 業態についての比較

経営者・上級管理職 ハイクラス（管理職） リーダークラス メンバークラス その他

3.7%3.7%

2.1%2.1%

1.8%1.8%
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採用活動で最も利用されているチャネルは「掲載型の求人媒体（48.7％）」でした。ついで「転職エージェント

（47.4％）」「スカウト型の求人媒体（37.6％）」と続きます。

1-3.IT人材の採用方法・採用着眼点について

エンジニア採用チャネル

採用活動で利用されているチャネル（複数回答）

0% 10% 20% 30% 40% 50%

求人媒体（掲載型）

転職エージェント

求人媒体（スカウト型）

自社ホームページ

合同説明会・イベント

リファラル（友人や知人の紹介）

ヘッドハンティング

SNS

アルムナイ制度

その他

48.7%

47.4%

37.6%

32.7%

32.6%

28.7%

17.8%

10.7%

9.8%

1.1%

※回答数＝1000



1.IT人材を採用する企業の動向
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今年度新たに採用チャネルを増やした企業は 35.7% でした。中でも「スカウト型の求人媒体（47.6%）」の増加が

目立ちます。求人への応募を待つだけで無く、企業側から積極的に人材の確保のために動く「攻めの採用」に力

を入れる企業も増加しているといえるでしょう。

エンジニア採用における採用チャネルの拡充

今年度、新たに増やした採用チャネルはあるか

新たな採用チャネル（複数回答）

いいえ
44.8%

わからない
19.5%

※回答数＝1000

はい
35.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

求人媒体（スカウト型）

転職エージェント

求人媒体（掲載型）

合同説明会・イベント

ヘッドハンティング

リファラル（友人や知人の紹介）

アルムナイ制度

自社ホームページ

SNS

その他

47.6%

39.2%

37.0%

28.9%

25.8%

21.3%

16.0%

16.0%

15.1%

0.3%

※「今年度新たに採用チャネルを増やした」と回答した採用担当者　回答数＝357
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エンジニア採用において重視している点（複数回答）

エンジニア採用において最も重視されるのは、「コミュニケーション能力（38.6％）」であることが明らかになり

ました。ついで、「キャリアビジョン（26.4％）」「転職理由（25.9％）」と続きます。

昨年の調査＊1 と比較すると「現職や前職での業務内容」や「コーディングスキル」が順位を落とした一方で、キャ

リアビジョンや転職理由といった本人の志向性がより重要視される傾向がみられました。

自社への定着率を向上させるため、特定の経験や技術力だけでなく、将来に向けたビジョンや志向性を重視する

企業も増えているのではないでしょうか。
＊1　2024 年 1 月発表「レバテック IT 人材白書 2024」　https://leverages.jp/news/2024/0125/3943/

エンジニア採用で重視している点

0% 10% 20% 30% 40%

コミュニケーション能力

キャリアビジョン

転職理由

希望条件

自社への志望動機

現職や前職での業務内容

コーディング・技術力

入社可能時期

マネジメント経験

ストレス耐性

清潔感や態度などの対人印象

性格診断

カルチャーマッチ

資格や免許

勤続年数

学歴・職歴

学力テスト

業務外の自己研鑽内容

その他

38.6%

26.4%

25.9%

23.0%

20.7%

20.6%

18.9%

16.6%

13.9%

8.9%

5.1%

4.3%

4.2%

4.1%

3.5%

3.4%

2.1%

2.0%

0.2%

※回答数＝1000
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エンジニア採用において重視している人柄・マインド面の要素（複数回答）

2位2位 協 調 性 がある
4 0. 9 ％

3位3位 チャレンジ 精 神 がある
3 6 . 3％

自社 開 発
（N = 411）

協 調 性 がある
3 8 . 2％

チャレンジ 精 神 がある
3 2 . 8％

S I e r
（N =241）

行 動力・実 行力がある
2 8 . 8％

継 続 的に努力ができる
2 5 . 3％

S E S/派 遣
（N＝14 6）

協 調 性 がある
4 5 .0 ％

1位1位 責 任 感 がある
4 5 . 3％

責 任 感 がある
3 8 .6％

協 調 性 がある
3 8 .4％

責 任 感 がある
47.7％

チャレンジ 精 神 がある
3 0.6％

受 託 開 発
（N＝111）

人事がエンジニア採用時に最も重視している人柄・マインド面について、1 位は「協調性（40.7%）」であることが

分かりました。ついで「責任感（40.2%）」、「チャレンジ精神（32.1%）」が上位に挙がっています。

業態別にみると、自社開発・SIer・受託開発では「責任感」が、SES/ 派遣では「協調性」がより重視される傾向が

みられます。

エンジニア採用で重視している人柄・マインド面の要素

0% 10% 20% 30% 40% 50%

協調性がある

責任感がある

チャレンジ精神がある

行動力・実行力がある

ストレス耐性がある

仕事に対するモチベーションが高い

継続的に努力ができる

素直で誠実

学習意欲が高い

ものづくりや技術への好奇心がある

リーダーシップがある

将来のビジョンや目標がある

その他

40.7%

40.2%

32.1%

29.8%

22.3%

20.3%

19.8%

16.4%

9.3%

7.7%

5.5%

4.8%

0.0%

※回答数＝1000
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エンジニア採用で最も重視している経験・スキル面の要素

採用時に重要視される経験・スキルでは、「顧客折衝経験（30.6％）」「プロジェクトマネジメント経験（23.8％）」

が上位に挙がりました。

前職までの経験の中でも特に、クライアントとの信頼関係を築きながら問題解決に取り組む経験や、プロジェク

トを推進する経験の有無などが重視されていることがわかります。生成 AI の普及も進む中、こうしたソフトスキ

ルは今後、より一層重要となるのではないでしょうか。

エンジニア採用で重視している経験・スキル面の要素

0% 10% 20% 30%

顧客折衝経験

プロジェクトマネジメント経験

プログラミングスキルレベル

システムアーキテクト経験

新人教育やピープルマネジメント経験

フロントからインフラまでの幅広い知識

チームでの開発経験

その他

30.6%

23.8%

20.2%

8.0%

6.1%

5.5%

5.5%

0.3%

※回答数＝1000
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エンジニア採用における課題（複数回答）

エンジニア採用における課題として最も多く挙げられたのは「自社の認知度向上（33.4%） 」であり、次いで「他

社との差別化（31.6%）」、「現場との要件のすり合わせ（30.0%） 」という結果になりました。

昨年の調査＊1 と比較すると、「現場との要件のすり合わせ」が 5 位から 3 位へと順位を伸ばしました。応募数の獲

得だけでなく、人事担当者が現場で求められるスキルを正確に把握し候補者を見極めるという点において課題を

抱える企業も少なくありません。
＊1　2024 年 1 月発表「レバテック IT 人材白書 2024」　https://leverages.jp/news/2024/0125/3943

エンジニア採用における課題

0% 10% 20% 30% 40%

自社の認知向上

他社との差別化

現場との要件すりあわせ

採用戦略の策定

要件に合致した人材の応募意思獲得

オファー条件（年収）の見直し

応募経路の拡充（採用チャネルの活用）

就業条件（フレックス制、リモート可否）の見直し

リクルーター（現場社員）の育成

面接官の育成

面接官の増員

その他

33.4%

31.6%

30.0%

27.3%

24.9%

21.8%

20.9%

11.7%

8.1%

5.6%

5.1%

0.3%

※回答数＝1000
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エンジニア未経験者（新卒は除く）の採用状況

エンジニア未経験者の採用実績で最も多い年齢層

エンジニア未経験者の採用状況については、「採用している（39.4％）」「検討中（31.2％）」という結果になりました。

年代別の採用実績をみると「20 代後半（34.8%）」「20 代前半（28.7%）」の採用が特に多く、20 代の若手採用が中

心となっていることが分かります。

1-4.エンジニア未経験者の採用について

エンジニア未経験者の採用状況

採用している
39.4%

検討中
31.2%

採用していない
29.4%

40代前半

40代後半

30代後半

30代前半

20代後半

20代前半

20歳未満 2.0%

34.8%

28.7%

22.8%

5.1%

0.8%

50代以降 2.0%

3.8%

0% 10% 20% 30%

※回答数＝1000

※「エンジニアの未経験者採用をしている」と回答した採用担当者　回答数＝394
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企業規模別にみると、エンジニア未経験者を「採用している」と答えた割合は50人以下の企業では25.2%に留まっ

た一方、10,000 人以上の企業では 46.2% と約半数に迫る結果となりました。企業規模が大きくなるにつれて、未

経験者採用に積極的な傾向がみられます。

エンジニア未経験者の採用状況（企業規模比較）

エンジニア未経験者の採用状況（企業規模比較）

51 ～ 100人

101 ～ 500人

501 ～ 1,000人

1,001 ～ 2,000人

2,001 ～ 3,000人

3,001 ～ 5,000人

5,001 ～ 10,000人

10,000人以上

～ 50人

43.0%

38.9%

36.8%

25.2%

35.6%

31.1%

39.1%

29.6%

30.0%

24.1%

45.2%

0% 25% 50% 75% 100%

採用している（※新卒採用は除外） 採用していない検討中

※回答数＝1000

33.8%

45.9%

46.4%

33.8%

21.5%

32.3%

27.9%

33.6%

26.2%

20.0%

46.2%

39.1%

25.0%

29.0%

28.8%

31.9%
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エンジニア未経験者採用の開始理由（複数回答）

エンジニア未経験者採用の開始時期（複数回答）

エンジニアの未経験者採用を開始した理由1位は、「経験者採用が難しくなっているから（50.8%）」となりました。

経験者採用難を背景に、ポテンシャル採用へとシフトする企業の動きもみられます。

2020 年以前から未経験者採用に取り組んでいる企業も多い一方、コロナ禍以降の 2021 年頃から採用を始めた企

業が過半数を占めており、ここ数年で未経験者採用に踏み切った企業も多いようです。

エンジニア未経験者採用の開始理由・開始時期

0% 20% 40% 60%

経験者採用が難しくなっているから

未経験でもポテンシャルの高い人材は多いから

経験者採用よりも採用コストが抑えられるから
未経験から挑戦したいと考える人材には
成長意欲の高い方が多い傾向があるから

新たな組織文化の形成が期待できるから

社内の教育体制が整備できているから

新卒や若手が活躍する事例が多いから

異業種、異職種の経験を活かしてほしいから

その他

50.8%

40.1%

35.0%

34.3%

19.5%

16.8%

15.0%

8.4%

0.3%

※「エンジニアの未経験者採用をしている」と回答した方　回答数＝394

0% 20%10% 30% 40% 50%

2020年以前

2021年から

2022年から

2023年以降

45.4%

26.9%

19.5%

8.1%

※「エンジニアの未経験者採用をしている」と回答した採用担当者　回答数＝394
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エンジニア未経験者採用における課題は、「スキルや能力の見極めが難しい（55.3%）」が過半数を占める結果にな

りました。

ついで、「教育・育成の工数がかかる（33.2%）」「技術を習得するまでに時間がかかる（29.7%）」など、未経験者

育成の難しさが課題となっています。また、「現場社員（自社）の理解が得られない（22.1％）」「顧客からの理解

が得られない（18.8％）」といった回答も挙がっており、現場や顧客の承認を得る難しさも課題として浮き彫りに

なっています。

エンジニア未経験者採用における課題

エンジニア未経験採用における課題（複数回答）

0% 20% 40% 60%

スキルや能力の見極めが難しい

教育・育成の工数がかかる

技術を習得するまでに時間がかかる

競争率が高く、母集団形成が難しい

未経験採用の応募経路が獲得できていない

現場社員（自社）の理解が得られない

顧客からの理解が得られない

ギャップを感じやすく早期離職の可能性がある

その他

55.3%

33.2%

29.7%

28.4%

26.1%

22.1%

18.8%

12.9%

0.0%

※「エンジニアの未経験者採用をしている」と回答した採用担当者　回答数＝394
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生成 AI 出現前と比較し、エンジニアに求められるスキルが変化したと回答した採用担当者は 4 割を超えました。

1-5.生成AI出現によるIT人材採用への影響について

生成AI出現による求められるスキルの変化

生成AI出現によって、エンジニアに求められるスキルは変化したと思うか

いいえ
38.0%

分からない
18.1%

※回答数＝1000

はい
43.9%
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生成 AI の出現により、より重要になったと感じるスキルは「コミュニケーションスキル（48.3％）」が最も多く、

ついで「プロンプトのスキル（38.5％）」「ピープルマネジメントのスキル（29.8％）」と続きます。

一方、以前ほど重要でなくなったと感じるスキルについては「プログラミングスキル（26.0％）」が最も多く、次

いで「資料作成スキル（24.6％）」「予算管理スキル（21.6％）」という結果となりました。

生成 AI が普及し業務の効率化も進む中、エンジニアに求められるスキルも変わりつつあるといえるでしょう。

生成AI出現により需要が高まったスキル

生成AIの出現を受けて、より重要になったと感じるスキル（複数回答）

生成AIの出現により、以前ほど重要でなくなったと感じるスキル（複数回答）

0% 10% 20% 30% 50%40%

コミュニケーションスキル

プロンプトのスキル

ピープルマネジメントスキル
プレゼンテーションスキル

プロジェクト管理スキル

リスク管理スキル

プログラミングスキル

企画・提案スキル

データベースの運用スキル

データ抽出・分析スキル

予算管理スキル

評価・検証スキル

資料作成スキル

インフラ構築スキル

英語力

その他

48.3%

38.5%

29.8%

29.6%

25.3%

15.9%

13.7%

10.0%

9.8%

9.6%

7.5%

6.4%

4.1%

3.9%

1.6%

0.0%

※「生成 AI の出現前と比較し、エンジニアに求められるスキルは変化した」と回答した採用担当者　回答数＝439

0% 10% 20% 30%

プログラミングスキル

資料作成スキル

予算管理スキル
プロジェクト管理スキル

ピープルマネジメントスキル

データ抽出・分析スキル

リスク管理スキル

企画・提案スキル

英語スキル

コミュニケーションスキル

データベースの運用スキル

プレゼンテーションスキル

評価・検証スキル

インフラ構築スキル

プロンプトのスキル

その他

26.0%

24.6%

21.6%

18.7%

18.2%

16.2%

15.9%

15.7%

15.3%

14.1%

12.8%

10.5%

8.7%

7.5%

0.0%

1.4%

※「生成 AI の出現前と比較し、エンジニアに求められるスキルは変化した」と回答した採用担当者　回答数＝439
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採用活動に生成 AI を導入している企業は 20.6%、今後導入を検討している企業は 36.3% でした。導入目的は「求

人票の作成（46.1%）」「採用計画の立案（41.3%）」「スカウト文の作成（40.3%）」など、採用活動の効率化が期待

されています。

採用活動への生成AIの導入

採用活動に生成AIを導入しているか

採用活動に生成AIを導入している目的（複数回答）

導入していないが、
今後導入を

検討している
36.3%

わからない
15.4%

導入する
予定はない

27.7%

※回答数＝1000

導入している
20.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

求人票の作成

採用計画の立案

スカウト文の作成

応募者の経歴書の分析

応募者からの質問への自動応対

採用データをベースにした応募者への評価

面接の日程調整

面接質問の作成

AI面接官による面接

その他

46.1%

41.3%

40.3%

38.8%

37.4%

32.0%

27.2%

23.8%

12.6%

0.0%

※「採用活動に生成 AI を導入している」と回答した採用担当者　回答数＝206
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2025 年卒の新卒採用を実施している企業は全体の 65.4% でした。

採用目標達成状況については、「エントリー目標は上回ったが、採用人数を下回った（14.4％）」「エントリー目標

も下回る予定で、採用人数も下回る予定だ（10.4％）」となり、約 4 社に 1 社が採用人数を下回る見込みです。内

定式の時期を過ぎても、採用目標人数に達していない企業が一定数存在することが明らかになりました。

1-6.新卒エンジニアの採用動向について

採用目標の達成状況

2025年卒エンジニアの採用目標達成状況

2025年卒の新卒エンジニア採用を実施しているか

※「25 卒の新卒エンジニア採用を実施している」と回答した採用担当者　回答数＝654

いいえ
21.4%

※回答数＝1000

はい
65.4%

わからない
13.2%

エントリー目標も上回り、
採用人数も上回って採用できた /

採用できる見込みだ
38.5%

エントリー目標は下回ったが、
採用人数は上回って採用できた /

採用できる見込みだ
36.7%

エントリー目標は上回ったが、
採用人数を下回った /

下回る予定だ
14.4%

エントリー目標も下回る予定で、
採用人数も下回る予定だ

10.4%
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新卒採用を実施する企業の約 6 割が、選考要素に「プログラミングスキルを含む」と回答しました。

特に、自社開発企業では 7 割以上がプログラミングスキルを選考要素に含めており、SIer や受託開発においても

半数以上がプログラミングスキルを求めていることが分かります。

学生に求めるプログラミングスキルのレベルも上昇しており、「直近 2 ～ 3 年で高くなった（53.0%）」と回答した

企業が半数を超える結果となりました。「直近 1 年で高くなった」と回答した企業も 17.8％に達し、ここ数年で新

卒に求める技術レベルが高くなった企業が増加していることがうかがえます。

小中高のプログラミング教育が必修化され、学生の IT リテラシーが向上している現代において、より高度なスキ

ルが求められるようになったといえるのではないでしょうか。

学生に求めるプログラミングスキルレベルの変化

選考要素にプログラミングを含んでいるか

含まない
36.5%

含む
63.5%

※「25 卒の新卒エンジニア採用を実施している」と回答した採用担当者　回答数＝654
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求めるプログラミングスキルの変化

選考要素にプログラミングを含んでいるか

直近1年で低くなった

直近2 ～ 3年で低くなった

変化なし

直近2 ～ 3年で高くなった

直近1年で高くなった 17.8%

26.5%

53.0%

2.7%

0.0%

0% 10% 20% 30% 50%40%

※「選考要素にプログラミングを含む」と回答した採用担当者　回答数＝415

SIer（N＝171）

SES/派遣（N＝76）

受託開発（N＝66）

自社開発（N＝290）

57.6%

52.6%

59.1%

75.2%

42.4%

47.4%

40.9%

24.8%

0% 25% 50% 75% 100%

含む 含まない

※IT 企業 4 業態についての比較
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新卒エンジニアの初任給平均は上昇傾向にあり、2025 年卒の新卒エンジニアの初任給は「400 万円～ 450 万円未

満（26.1％）」が最も多い結果となりました。昨年度から初任給を引き上げた企業は 7 割を超え、新卒の待遇を改

善する企業が増加しています。

新卒採用においても依然として売り手市場が続く中、新卒エンジニアの給与を引き上げることで採用力強化を

図っている企業も多いのではないでしょうか。

新卒エンジニアの初任給

新卒エンジニアの初任給（額面）

昨年度よりも初任給を引き上げたか

550万円～ 600万円未満

600万円以上

500万円～ 550万円未満

450万円～ 500万円未満

400万円～ 450万円未満

350万円～ 400万円未満

350万円未満 13.0%

26.1%

25.4%

13.0%

10.2%

6.0%

6.3%

0% 10% 20%

※「25 卒の新卒エンジニア採用を実施している」と回答した採用担当者　回答数＝654

※「25 卒の新卒エンジニア採用を実施している」と回答した採用担当者　回答数＝654

引き上げた
74.2%

引き上げて
いない
25.8%
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2.IT人材の転職動向・キャリアについて

2.IT人材の転職動向・キャリアについて

２-1.回答者属性について

性別 年齢

雇用形態

所属企業の業態 賞与の有無

※回答数＝3000

男性
77.4%

女性
22.6%

30 代
25.0%

50 代
25.0%

40 代
25.0%

※回答数＝3000

20 代
25.0%

※回答数＝3000

正社員 88.4%

パート / アルバイト 2.2%
フリーランス（個人事業主・一人会社） 4.5% その他 0.6%

※フリーランスの場合、取引先企業の業態　回答数＝3000

自社開発企業
26.8%

SIer
28.2%

SES/派遣
20.0%

受託開発
17.3%

※「正社員」と回答した方　回答数 =2651

あり 84.8%

なし
15.2%

契約社員 4.4%

その他 2.8%
コンサルティング

4.9%
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職種

0% 2.5% 5% 7,5% 10% 12.5%

バックエンドエンジニア

テクニカルサポート・ヘルプデスク

フロントエンドエンジニア

ネットワークエンジニア

組込み・制御エンジニア

汎用系エンジニア

パッケージソフトウェアエンジニア

PL・PM

サーバーエンジニア

ITコンサルタント

ITアーキテクト

QAエンジニア・テスター

クラウドエンジニア

データベースエンジニア

セキュリティエンジニア

PMO

HTMLコーダー /マークアップエンジニア

ネイティブアプリエンジニア

データエンジニア

パッケージ導入・導入コンサルタント

データサイエンティスト

プリセールス・セールスエンジニア

UI・UXデザイナー

ゲームエンジニア・ゲームクリエイター

PdM

機械学習エンジニア

RPAエンジニア

データアナリスト

その他

11.3%

9.2%

8.6%

8.6%

7.7%

7.4%

6.7%

6.5%

6.3%

3.5%

2.6%

2.3%

2.0%

1.9%

1.7%

1.5%

1.5%

1.4%

1.2%

1.2%

0.8%

0.7%

0.7%

0.6%

0.4%

0.4%

0.3%

0.2%

2.5%

※回答数＝3000



2.IT人材の転職動向・キャリアについて

27

現在の年収（額面上）

月収（額面上）

年間賞与額（額面上）

50万円以上

40万円～ 50万円未満

30万円～ 40万円未満

20万円～ 30万円未満

20万円未満 8.4%

25.9%

32.1%

17.8%

15.9%

0% 10% 20% 30%

※回答数＝3000

900万円～ 1000万円未満

1000万円以上

700万円～ 800万円未満

800万円～ 900万円未満

600万円～ 700万円未満

500万円～ 600万円未満

400万円～ 500万円未満

300万円～ 400万円未満

300万円未満

0% 5% 10% 15% 20%

※回答数＝3000

8.9%

17.7%

16.1%

17.4%

12.7%

6.7%

4.4%

7.0%

9.0%

100万円～ 200万円未満

50万円～ 100万円未満

30万円～ 50万円未満

10万円～ 30万円未満

10万円未満 2.9%

17.9%

14.7%

29.5%

24.4%

200万円以上 10.5%

0% 10% 20% 30%

※「賞与あり」と回答した方　回答数＝2247※「賞与あり」と回答した方　回答数＝2247
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業務に対するモチベーション

現在の業務に対するモチベーションについて、「高い」と回答した割合は全体の 7.4%、「やや高い」と回答した割

合は 23.5% でした。

年代別に見ると、20 代は約 4 割が「高い」「やや高い」と回答しており、他の年代に比べて仕事への意欲が高い傾

向が見られます。一方、30代と50代では3割以上が「やや低い」「低い」と回答しており、年代によるモチベーショ

ンの違いが浮き彫りになりました。

2-2.現在の業務について

業務に対するモチベーション

業務に対するモチベーション（年代別）

※回答数＝3000

やや高い
23.5%やや低い

15.3%

低い
14.5%

高い
7.4%
高い
7.4%

どちらともいえない
39.3%

高い
仕事に対してやる気があり、積極的に業務に取り組めている状態

やや高い
仕事に対して一定の興味ややる気があり、比較的積極的に業務に取り組めている状態

どちらともいえない
仕事に対する特別なやる気はないが、業務に問題なく取り組めている状態

やや低い
仕事に対する興味が薄く、あまり業務にやる気が出ない状態

低い
仕事に対するモチベーションが低く、業務にやる気が出ない状態

30代（N＝750）

40代（N＝750）

50代（N＝750）

20代（N＝750）

16.3%

13.3%

15.7%

12.7%

15.9%

15.9%

17.5%

11.9%

40.5%

44.7%

36.3%

35.9%

19.9%

21.1%

22.7%

30.5%

7.5%

7.9%

9.1%

0% 25% 50% 75% 100%

高い（仕事に対してやる気があり、積極的に業務に取り組めている状態）

やや高い（仕事に対して一定の興味ややる気があり、比較的積極的に業務に取り組めている状態）

どちらともいえない（仕事に対する特別なやる気はないが、業務に問題なく取り組めている状態）

やや低い（仕事に対する興味が薄く、あまり業務にやる気が出ない状態）

低い（仕事に対するモチベーションが低く、業務にやる気が出ない状態）

5.1%5.1%
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業務における最も大きなモチベーションの源泉

モチベーションの源泉として最も多かった回答は、「給与（49.8%）」 でした。半数近くが、金銭的な報酬を働くモ

チベーションにしていることが分かります。

実際に、仕事に対するモチベーションを年収別に見てみると、年収1,000万円以上の層で「モチベーションが高い」

と回答した方は 18.8% と最も多く、年収とモチベーションには一定の相関関係が見られるといえるでしょう。

業務に対するモチベーションの源泉

年収とモチベーションの関係

※回答数＝3000

0% 20%10% 30% 40% 50%

給与
技術・スキル面の向上

プライベートの充実
職場の良好な人間関係

成果・実績
昇進・昇格

社会への貢献（社会課題の解決）
事業・サービスへの貢献

顧客への貢献
職場の福利厚生

職場のオフィス環境
家族からの評価

その他

49.8%
11.8%

10.3%
6.9%

4.7%
3.7%
3.3%
3.1%

2.3%
1.5%
1.1%
0.9%
0.7%

低い（仕事に対するモチベーションが低く、業務にやる気が出ない状態）
やや低い（仕事に対する興味が薄く、あまり業務にやる気が出ない状態）
どちらともいえない（仕事に対する特別なやる気はないが、業務に問題なく取り組めている状態）
やや高い（仕事に対して一定の興味ややる気があり、比較的積極的に業務に取り組めている状態）
高い（仕事に対してやる気があり、積極的に業務に取り組めている状態）

※回答数＝3000

300 万円
未満

24.1%

14.7%

44.0%

13.2%

4.1%
0%

25%

50%

75%

100%

300 万円～
400 万円

未満

400 万円～
500 万円

未満

500 万円～
600 万円

未満

600 万円～
700 万円

未満

700 万円～
800 万円

未満

800 万円～
900 万円

未満

900 万円～
1000 万円

未満

1000 万円
以上

17.2%

17.6%

41.0%

18.6%

5.6%

16.2%

15.4%

40.9%

21.7%

5.8%

12.8%

19.9%

39.0%

21.6%

6.7%

12.8%

14.9%

39.8%

27.0%

5.5%

14.4%

12.9%

35.1%

28.8%

8.9%

7.1%
12.3%

36.5%

34.6%

9.5%

8.4%

8.4%

43.5%

29.0%

10.7%

10.4%

9.4%

31.2%

30.2%

18.8%
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働く上で最も大変だと感じること

働く上で最も大変だと感じることとしては、「業務量が多い（28.5%）」「年収を上げづらい（26.3%）」が上位に挙

がりました。

他には、「常に新しい技術のキャッチアップが必要（10.9%）」「評価基準が曖昧（8.8%）」といった項目が上位に見

られ、技術習得の負担や評価の不明確さなども働く上での悩みとなっているようです。

働く上で大変だと感じること

※回答数＝3,000

0% 20%10% 30%

業務量が多い

年収を上げづらい

常に新しい技術のキャッチアップが必要

評価基準が曖昧

納期に追われる

クライアントに振り回される

ステークホルダーとのコミュニケーションが大変

残業時間が多い

オンコール勤務がある（システムの障害対応など）

休日出勤が多い

その他

28.5%

26.3%

10.9%

8.8%

6.3%

5.9%

3.8%

3.8%

3.2%

1.5%

1.0%
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管理職になりたいか

管理職未経験者に対して「管理職になりたいか」と質問したところ、「非常にそう思う」「ややそう思う」と回答し

た人は 15.7％にとどまり、過半数が「まったく思わない」「ほとんどそう思わない」と回答しました。

管理職になりたくない理由としては、「責任やストレスを感じることが増えそうだから（48.4%） 」が最も多く、

管理職に伴う負担を懸念する人が多いことが明らかになっています。

2-3.管理職への意識について

管理職への意欲

管理職になりたくない理由

やや
そう思う

12.0%

やや
そう思う

12.0%

やや
そう思う

12.0%

どちらでもない
26.0%

ほとんど
そう思わない

19.8%

まったく
思わない

38.5%

※現在管理職に就いていない方（雇用・契約形態問わずすべて）　回答数＝2369

※現在管理職についておらず、今後も管理職になりたくないと回答した方（雇用・契約形態問わずすべて）　回答数＝1381

0% 20% 30% 40%10% 50%

責任やストレスを感じることが増えそうだから

管理業務よりも技術者としての専門性を磨きたいから

適性がないと感じるから

給与面でのメリットを感じないから

業務や残業時間が増えそうだから

プライベートとの両立が難しそうだから

現在所属している組織に長く在籍するつもりがないから

人材育成に興味がないから

その他

48.4%

11.7%

11.3%

11.1%

5.4%

4.5%

4.4%

2.8%

0.5%

非常にそう思う
3.7%
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現在管理職に就いている方に対して「管理職を続けたいか」と質問したところ、4 割以上が「非常にそう思う」「や

やそう思う」と回答しました。

管理職を続けたいと考える理由としては、「給与・報酬を現状より上げたいから（39.2％）」が最多となりました。

ついで「組織や部門の意思決定の権限を持てるから（19.6%）」「組織への影響力を拡大したいから（17.9%）」と続き、

給与面に加えて、裁量権や組織への影響力の大きさも管理職のやりがいに繋がっていると考えられます。

一方、「ほとんどそう思わない」「まったく思わない」と回答した割合は合わせて 24.1% で、約 4 人に 1 人は「管理

職を続けたくない」と考えていることが明らかになりました。

管理職を続けたくない理由として、「責任やストレスを感じることが多いから（52.0%）」が過半数を占めており、

管理職の責任や業務負担が主な要因となっていることが分かります。

管理職継続への意向

管理職を続けたいか

管理職を続けたい理由

どちらでもない
29.8%

※現在管理職の方　回答数＝631

やや
そう思う

26.6%

非常に
そう思う

19.5%

※現在管理職で、今後も「管理職を続けたい」と回答した方　回答数＝291

0% 20% 30%10% 40%

給与・報酬を現状より上げたいから

組織や部門の意思決定の権限を持てるから

組織への影響力を拡大したいから

マネジメント力を高めたい・発揮したいから

人材育成に興味があるから

社会的地位を上げたいから

転職に有利だと思うから

その他

39.2%

19.6%

17.9%

12.7%

7.2%

1.7%

0.3%

1.4%

まったく思わない
11.6%

ほとんどそう思わない
12.5%
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管理職を続けたくない理由

現在のリモートワークの実施頻度

現在のリモートワークの実施状況について、「リモートワークしていない」と回答した人が最も多く、33.6%でした。

ついで「週 5 日以上リモート（21.2%）」「週 1 日以下リモート（11.7%）」と続きます。

2-4.リモートワークについて

リモートワークの実施頻度

※現在管理職で今後は「管理職を続けたくない」と回答した方　回答数＝152

0% 20% 40% 60%

責任やストレスを感じることが多いから

管理業務よりも技術者としての専門性を磨きたいから

給与の割に合わないから

適性がないと感じるから

業務や残業時間が増えたから

プライベートとの両立が難しいから

人材育成に興味がないから

現在所属している組織に長く在籍するつもりがないから

52.0%

17.8%

12.5%

7.2%

4.6%

2.6%

2.6%

0.7%

その他 0.0%

※回答数＝3000

週5日以上
リモート

（フルリモート）
21.2%

週4日リモート
11.2%

週3日
リモート

11.6%週2日
リモート

10.8%

週 1 日以下
リモート

11.7%

リモートワーク
していない

33.6%
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リモートワークの頻度について、約 7 割が昨年と比較して「変化していない」と回答しました。「増加した」と回

答した人は 15.5%、「減少した」と回答した人は 15.2% で、ほぼ同数となっています。

リモートワークの頻度が昨年と比べて減少した理由として、最も多かったのは「勤務先（派遣・常駐先）から求め

られたから（44.6%） 」でした。企業からの要請が多い一方で、「対面でのコミュニケーションが必要だと感じた

か ら（21.5%）」「出 社 す る こ と で 切 り 替 え た い か ら（9.2%）」「オ フ ィ ス の 方 が 働 く 環 境 が 整 っ て い る か ら

（8.6%） 」といった理由も挙がっています。

リモートワーク頻度の変化

リモートワーク頻度の変化（昨年比）

リモートワークが減少した理由

※リモートワークを実施している方　回答数＝1993

増加した
15.5%

変化していない
69.3%

減少した
15.2%

※リモートワークが「減少した」と回答した方　回答数＝303

0% 20% 40%10% 30% 50%

勤務先（派遣・常駐先）から求められたから

対面でのコミュニケーションが必要だと感じたから

出社することで切り替えたいから

オフィスの方が働く環境が整っているから

オフィスで働く方が生産性が高いと感じたから

通信費や光熱費を抑えたいから

情報漏えいやセキュリティに不安があるから

人事評価が下がる恐れがあると感じたから

44.6%

21.5%

9.2%

8.6%

5.9%

1.7%

1.7%

1.3%

5.6%その他
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現在の転職意欲について

企業で働く IT 人材 ＊2 に現在の転職意欲について質問したところ、「転職活動を始めている」と回答した人は

7.9%、「検討している」と回答した人は 30.7% でした。転職活動中と検討中の人を合わせると、約 4 割のエンジ

ニアが転職を視野に入れていることが分かります。

転職活動中または検討中の人に転職想定時期を聞いた結果、「特に決めていない（35.8%）」が最も多く、ついで

「6 ヶ月以内（15.7% ）」「1 年以内（15.7% ）」という結果になりました。
企業で働く IT 人材 ＊2: 現在の雇用形態が正社員・契約社員 ・パート / アルバイトと回答した方　※回答数 =2866

2-5.転職活動について

転職意欲と想定時期

転職想定時期

※現在の雇用形態が正社員・契約社員 ・パート / アルバイトと回答した方　回答数 =2866

転職は
考えていない

61.4%

転職を
検討している

30.7%

3年以上先

特に決めていない

3年以内

1年以内

6 ヶ月以内

3 ヶ月以内

直近（すぐにでも） 7.3%

15.7%

7.3%

15.7%

13.9%

35.8%

4.2%

0% 10% 20% 30%

※転職活動を「始めている / 検討している」と回答した方　回答数 =1105

転職活動を始めている 7.9%
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転職活動については全体の約半数が「経験あり」と回答しました。

初めての転職時期として最も多かったのは「社会人 3 年目（16.1%）」となり、「社会人 2 年目（12.4%）」や「社会人

5 年目（11.3%）」といった比較的早いタイミングで転職を経験する人が多いことが分かります。

一方で、「社会人 10 年～15 年未満（13.2%）」や「社会人 20 年目以降（7.4%）」など、キャリア中盤から後半で転職

を決断するケースも見受けられます。

転職経験の有無

転職経験の有無

最初の転職時期

なし
50.2%

※回答数＝3000

あり
49.8%

社会人6年目

社会人7年目

社会人5年目

社会人4年目

社会人3年目

社会人2年目

社会人1年未満 7.5%

16.1%

12.4%

8.8%

11.3%

4.8%

社会人8年目 4.3%

社会人9年目 2.9%

社会人10年～ 15年未満 13.2%

社会人15年～ 20年未満 4.9%

社会人20年目以降 7.4%

6.2%

0% 5% 15%10% 20%

※「転職経験がある」と回答した方　回答数＝1495
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2位2位
スキルアップが
見 込 めないため

31 .6％

3位3位 職 種を変えたいため
2 2 .0 ％

2 0 代
（N＝2 8 2）

スキルアップが
見 込 めないため

3 0. 9 ％

残 業 時 間が 多いため
20. 5％

3 0 代
（N =3 9 5）

スキルアップが
見 込 めないため

2 5 . 5％

希望する業 務 内容に
携 われないため

17. 5％

4 0 代
（N = 424）

スキルアップが
見 込 めないため

20. 8％

1位1位
収 入アップが

見 込 めないため
3 2 .6％

収 入アップが
見 込 めないため

3 9.7％

収 入アップが
見 込 めないため

4 0.1％

収 入アップが
見 込 めないため

2 9. 2％

希望する業 務 内容に
携 われないため

1 9.0 ％

5 0 代
（N =3 9 4）

転職理由（複数回答）

転職理由として最も多かったのは「収入アップが見込めないため（35.7%）」でした。ついで「スキルアップが見込

めないため（26.8%）」「希望する業務内容に携われないため（18.5%）」「残業時間が多いため（16.3%） 」と続きます。

年代別に転職理由をみると、20 代では「職種を変えたいため」が 3 位にランクインした一方で、30 代では「残業

時間が多いため」、40 代・50 代では「希望する業務内容に携われないため」がそれぞれ 3 位となりました。

転職理由

転職理由（年代別）
※「転職経験がある」と回答した方　回答数＝1495

※「転職経験がある」と回答した方　回答数＝1495

0% 20% 30%10% 40%

収入アップが見込めないため

スキルアップが見込めないため

希望する業務内容に携われないため

残業時間が多いため

職種を変えたいため

職場の人間関係トラブルのため

企業や業界の将来性に不安を感じたため

社風に馴染じめなかったため

体調不良のため

家庭環境の変化のため

昇進が望めないため

35.7%

26.8%

18.5%

16.3%

16.1%

13.6%

13.2%

9.8%

6.4%

6.3%

6.2%

業績不振や倒産のため 5.4%

福利厚生が充実していないため 4.7%

不本意な異動やリストラのため 4.7%

友人・知人に誘われたため 3.5%

教育環境が整備されてないため 2.6%

その他 4.1%
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転職活動時の情報源（複数回答）

転職活動で利用した応募媒体・転職手段（複数回答）

転職活動においては、「転職エージェント」が情報源や応募媒体として最も多く利用されていることが分かりました。

求 人 媒 体 や エ ー ジ ェ ン ト を 選 ぶ 際 に 重 視 す る ポ イ ン ト と し て は「求 人 数 の 多 さ（50.1%）」「応 募 の 手 軽 さ

（47.7%） 」が上位に挙がっています。「専門性の高さ（28.8%）」「面接調整のしやすさ（18.3%）」「条件交渉のしや

すさ（18.0%）」といった項目も選ばれており、効率的かつスムーズに転職活動を進められる手段が求められてい

ることがうかがえます。

転職活動の手段

※「転職経験がある」と回答した方　回答数＝1495

0% 20% 30%10% 50%40%

転職エージェント

求人・転職サイト

友人や知人

各企業のホームページ

インターネット・Webサイト

同職種の先輩・同僚

口コミサイト

合同説明会・イベント

家族や親戚

他職種の先輩・同僚

SNS（X、Facebook、Instagram等）

47.7%

47.0%

16.0%

13.4%

12.4%

10.2%

8.9%

8.8%

3.9%

2.9%

2.5%

新聞・書籍 2.3%

動画コンテンツ（YouTube等） 1.3%

その他 4.3%

※「転職経験がある」と回答した方　回答数＝1495

0% 20% 30%10% 50%40%

転職エージェント

掲載型の求人媒体 ※自身で応募する形式

スカウト型の求人媒体

ハローワーク

リファラル（友人や知人の紹介）

合同説明会・イベント

ヘッドハンティング

自社ホームページ

SNS

その他

42.1%

41.3%

24.4%

18.1%

11.4%

9.2%

7.7%

7.5%

2.5%

2.7%
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求人媒体・エージェントを選ぶ際に重視する点（複数回答）求人媒体・エージェントを選ぶ際に重視する点（複数回答）

※「求人媒体・エージェントを利用した転職経験がある」と回答した方　回答数＝1078

0% 20% 40% 60%

求人数の多さ

応募（サービス利用）の手軽さ

専門性の高さ

面接調整のしやすさ

条件交渉のしやすさ

求人選定のしやすさ

転職相談サービスの有無

非公開求人の有無

書類添削・アドバイスの有無

面接指導・アドバイスの有無

入社後のフォローの有無

50.1%

47.7%

28.8%

18.3%

18.0%

16.7%

12.5%

11.0%

8.0%

7.5%

3.6%

その他 0.9%
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企業選びで重視すること（複数回答）

昨年の調査＊1 と同様、企業選びにおいて最も重視されていたのは「給与（64.1%） 」でした。ついで「業務内容

（39.5%）」「勤務地（23.7%）」「事業内容（22.5%）」 と続きます。

仕事内容や勤務地、事業内容といったさまざまな要素が判断材料として挙げられる中で、依然として給与が最も

重視される傾向がみられます。
＊1　2024 年 1 月発表「レバテック IT 人材白書 2024」　https://leverages.jp/news/2024/0125/3943

企業選びで重視すること

※「転職経験がある」と回答した方　回答数＝1495

0% 20% 40% 80%60%

給与

業務内容

勤務地

事業内容

福利厚生

働き方

職場の雰囲気

雇用形態

技術力の高さ

研修・教育制度

昇進・評価制度

64.1%

39.5%

23.7%

22.5%

20.9%

15.7%

14.8%

8.7%

8.4%

7.2%

6.2%

会社の成長性 5.2%

残業時間 4.8%

会社の規模 4.2%

知名度・ネームバリュー 1.5%

ミッション・ビジョンへの共感 1.2%

その他 1.3%
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約 6 割の転職経験者が、直近の転職で年収が「増えた」と回答しました。

年収の増加幅は「10 万円～30 万円未満（22.5％）」が最も多い一方、100 万円以上上がったと回答する人も 24.2％

存在し、転職によって大幅な年収アップを実現しているケースも見受けられます。

転職による年収の変化

転職の結果、年収変化はあったか

直近の転職による年収増加額

減った
18.9%

変わらない
23.1%

※「転職経験がある」と回答した方　回答数＝1495

増えた
58.0%

200万円以上

100万円～ 200万円未満

50万円～ 100万円未満

30万円～ 50万円未満

10万円～ 30万円未満

10万円未満 21.2%

17.8%

22.5%

14.3%

15.7%

8.5%

0% 10%5% 15% 20%

※転職で年収が「増えた」と回答した方　回答数＝867
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新卒でエンジニアになったか

これまでにエンジニア（SE、プログラマー）として働いた経験があると回答した方のうち、約 8 割が「新卒でエン

ジニアになった」と回答し、新卒からエンジニアとしてキャリアをスタートするケースが多いことが明らかにな

りました。

一方で、他職種からのエンジニア転向者も約 2 割存在し、特に「販売・サービス職（18.2%）」「営業職（17.1%）」

からの転職が多く見受けられます。

2-6.エンジニアのキャリア変遷について

新卒時のエンジニア就業状況

エンジニアになる前の職種エンジニアになる前の職種

※「これまでにエンジニアとして働いた経験がある」と回答した方　回答数＝2298

いいえ
21.3%

はい
78.7%

※「新卒でエンジニアになっていない」と回答した方　回答数＝490

0% 10% 15% 20%5% 25%

販売、サービス職
営業

事務関連職（秘書・アシスタント等）
事業企画・商品企画

コーポレート（経理、財務、法務、人事などの管理部門）
建築・土木・不動産専門職

公務員
教育専門職（大学教員・研究員）

医療・バイオ専門職

18.2%
17.1%

16.7%
6.7%

6.1%
4.7%

2.4%
2.0%

1.0%

経営 0.8%
士業（弁護士、公認会計士など） 0.8%

介護専門職 0.8%
マーケター 0.6%

その他 21.8%
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新卒でエンジニアになった方の 62.6% が「学生時代にプログラミング学習経験がある」と回答しました。大学な

どでの学習機会が増加している一方、37.4% は未経験で就職しており、未経験者でもエンジニアになるチャンス

が広がりつつあることがうかがえます。

学習方法として最も多かったのは「学校の講義を受ける（75.1%）」 でした。「書籍を読む（46.0%）」と回答した方

も 4 割を超え、大学や専門学校での教育に加えて自発的に学ぶ学生が多いこともわかります。

学生時代のプログラミング学習経験

学生時代にプログラミング学習をしていたか

プログラミング学習方法（複数回答）

いいえ
37.4%

※「新卒でエンジニアになった」と回答した方　回答数＝1808

はい
62.6%

※学生時代に「プログラミング学習をしていた」と回答した方　回答数＝1132

0% 20% 40% 60% 80%

学校の講義を受ける

書籍を読む

技術ブログを読む

記者が執筆したIT、テック系の記事を見る

プログラミング知識共有サービス、掲示板を見る

YouTubeなどの動画サイトを見る

無料のオンライン学習サービスを利用する

他のエンジニアと直接コミュニケーションを取る

有料のオンライン学習サービスを利用する

75.1%

46.0%

15.5%

8.3%

7.2%

6.9%

5.7%

4.5%

3.5%

インターン先で実務経験を積む 3.1%

外部の勉強会やイベントに参加する 2.1%

SNSを見る 1.9%

プログラミングスクールに通う 1.9%

その他 2.1%
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新卒でエンジニアになった人のうち、エンジニアを目指し始めた時期として最も多かったのは「大学生・専門学

校生（65.2%） 」でした。進路選択のタイミングでエンジニアを志す人が多い一方、高校生以前にエンジニアを目

指し始めた人も 2 割ほど存在し、早期からキャリア形成を意識する層もいるようです。

エンジニアを目指し始めた時期

エンジニアを目指し始めた時期

※「新卒でエンジニアになった」と回答した方　回答数＝1808

高校生
17.9%

大学生・専門学校生
65.2%

小学生 1.9%
中学生 5.0%

その他 3.3%
大学院生 6.6%
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2位2位
ものづくりに

携 わりたいから
11 .6％

3位3位
専門 的なスキルが

身に付くから
10.1％

2 0 代
（N＝4 47）

専門 的なスキルが
身に付くから

1 3 .0 ％

エンジニアに
憧 れがあったから

11 .0 ％

3 0 代
（N＝5 8 4）

エンジニアに
憧 れがあったから

1 3 .7％

専門 的なスキルが
身に付くから

10. 8％

4 0 代
（N＝6 2 0）

専門 的なスキルが
身に付くから

1 3 . 3％

1位1位
年 収 水 準が

高いから
1 2 . 3％

ものづくりに
携 わりたいから

16 .6％

ものづくりに
携 わりたいから

1 9.0 ％

ものづくりに
携 わりたいから

2 2 . 9 ％

エンジニアに
憧 れがあったから

9.6％

5 0 代
（N＝6 47）

エンジニアを目指した理由

エンジニアを目指した理由として最も多かったのは、「ものづくりに携わりたいから（18.1%）」 でした。ついで「専

門的なスキルが身に付くから（11.9%）」「エンジニアに憧れがあったから（11.0%）」と続きます。

年代別にみると、20 代では「年収水準が高いから」が 1 位となった一方、30 代以降では「ものづくりに携わりた

いから」が 1 位となり、エンジニア職を目指す動機について年代別に差異があることがわかりました。

エンジニアを目指した理由

エンジニアを目指した理由（年代別）
※「これまでにエンジニアとして働いた経験がある」と回答した方　回答数＝2298

※「これまでにエンジニアとして働いた経験がある」と回答した方　回答数＝2298

0% 10% 15%5% 20%

ものづくりに携わりたいから
専門的なスキルが身に付くから
エンジニアに憧れがあったから

年収水準が高いから
将来性がある職種だから

一人で黙々と作業をしたいから
最新の技術に触りたいから

学歴・職歴に関係なく働きたいから
柔軟な働き方をしたいから

新たなサービスを生み出したいから
給与体系が明確であるから

18.1%
11.9%

11.0%
9.2%

8.3%
6.6%

5.8%
5.2%

3.2%
3.0%

2.4%
汎用性の高いスキルが身につくから 2.2%

様々な業界に関わりたいから 1.4%
自身の成長を実感しやすいから 1.4%

先進的な企業で働きたいから 1.2%
チーム一丸となって働きたいから 1.1%

家族・知人・友人に勧められたから 1.1%
年齢に関係なく働きたいから 0.9%
性別に関係なく働きたいから 0.8%

その他 5.3%
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フリーランスとしての働き方に興味があるか

フリーランスへの興味については、「とても興味がある」「やや興味がある」と回答した人は合わせて25.2%となり、

約 4 人に 1 人がフリーランスに関心を抱いていることが分かりました。

フリーランスへの興味は年代によって異なる傾向があり、特に 20 代では「とても興味がある（10.1%）」「やや興

味がある（25%）」と、フリーランスへの関心が高い傾向が見られます。

2-7.フリーランス・副業への興味について

フリーランスへの興味

フリーランスとしての働き方に興味があるか（年代別）

※現在の雇用形態が正社員・契約社員 ・パート / アルバイトと回答した方　回答数 =2866

やや
興味がある

18.6%

やや
興味がある

18.6%

やや
興味がある

18.6%

どちらでもない
20.9%あまり

興味がない
20.3%

全く
興味がない

33.6%

とても
興味がある

6.6%

とても
興味がある

6.6%

30代（N＝723）

40代（N＝724）

50代（N＝698）

20代（N＝721）

39.4%

39.9%

29.3%

25.8%

20.8%

21.4%

22.0%

16.9%

22.3%

19.2%

20.1%

22.2%

12.0%

16.7%

20.6%

25.0%

8.0%

10.1%

0% 25% 50% 75% 100%

とても興味がある やや興味がある どちらでもない あまり興味がない 全く興味がない

2.8%2.8%

5.4%5.4%

※現在の雇用形態が正社員・契約社員 ・パート / アルバイトと回答した方　回答数 =2866
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フリーランスとしての働き方に興味がある理由（複数回答）

フリーランスに興味がある理由としては、「業務をする場所を自由に選択したいから（45.2%）」「業務をする時間

を自由に選択したいから（44.4%）」が多く、ついで「収入を上げたいから（31.8%）」「業務内容を自由に選択した

いから（30.6%）」と続きます。

働く場所や時間、業務内容における自由度の高さが、フリーランスを検討する大きな理由となっているようです。

フリーランスに興味がある理由

※「フリーランスに興味がある」と回答した方　回答数＝723

0% 20%10% 40%30% 50%

業務をする場所を自由に選択したいから

業務をする時間を自由に選択したいから

収入を上げたいから

業務内容を自由に選択したいから

業務量を柔軟に調整したいから

自身のスキルを試したいから

組織内の人間関係の煩わしさを減らしたいから

組織内の慣習にとらわれずに働きたいから

家庭と仕事の両立をしたいから

複数の仕事を掛け持ちたいから

フリーランスに対する憧れがあるから

45.2%

44.4%

31.8%

30.6%

21.6%

15.1%

13.6%

13.6%

8.7%

5.5%

5.5%

その他 0.0%
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副業に興味があるか

副業への興味については、全体の 4 割以上が「とても興味がある」「やや興味がある」と回答しました。

年代別にみると、20 代・30 代では副業への関心が特に高く、過半数が「とても興味がある」「やや興味がある」と

回答しています。一方、50 代では約 3 割が「全く興味がない」と回答しており、副業への関心が比較的低い傾向

が見られました。

副業への興味

副業に興味があるか（年代別）

※回答数＝3000

やや
興味がある

28.2%

やや
興味がある

28.2%

やや
興味がある

28.2%

どちらでもない
21.4%

あまり
興味がない

13.2%

全く
興味がない

21.3%

とても
興味がある

15.8%

とても
興味がある

15.8%

とても
興味がある

15.8%

30代（N＝750）

40代（N＝750）

50代（N＝750）

20代（N＝750）

28.1%

25.5%

16.3%

15.3%

15.7%

12.7%

12.1%

12.4%

23.1%

21.3%

20.5%

20.7%

10.8%

12.9%

22.3%

27.6%

30.7%

32.4%

20.4%

19.2%

0% 25% 50% 75% 100%

とても興味がある やや興味がある どちらでもない あまり興味がない 全く興味がない 

※回答数＝3000
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副業に興味がある理由（複数回答）

副業に興味を持つ理由として最も多かったのは、「収入源を増やしたいから（86.0%）」でした。ついで「スキルアッ

プしたいから（31.5%）」「自身のスキルを試したいから（16.4%）」「趣味を仕事にしたいから（15.7%）」 と続きます。

収入アップを主な目的とする一方で、自己研鑽やキャリアアップを目的に副業を検討しているエンジニアも多い

ことが分かります。

副業に興味がある理由

※「副業に興味がある」と回答した方　回答数＝1322

0% 25% 50% 75% 100%

収入源を増やしたいから

スキルアップしたいから

自身のスキルを試したいから

趣味を仕事にしたいから

社外の人脈を形成したいから

時間にゆとりがあるから

貢献範囲を広げたいから

起業・独立の準備をしたいから

知人・友人に誘われたから

その他

86.0%

31.5%

16.4%

15.7%

12.1%

7.9%

6.6%

6.3%

0.6%

0.6%
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副業経験者は全体の 14.3% にとどまり、「副業に興味があるが未経験」が 45.3% と最も多い結果となりました。

副業に興味を持ちながらも、実際に踏み出せていない人が多いことが分かります。

副業経験者の開始時期については、「過去 1 年以内（25.7%）」「1 ～ 3 年前（35.5%）」と、比較的最近副業を始めた

人が多い傾向が見られます。

副業経験の有無について

副業の経験はあるか

副業の開始時期

※回答数＝3000

副業に
興味があるが、

したことはない
45.3%

副業に
興味がなく、

したことがない
40.4%

※「副業をしたことがある」と回答した方　回答数 =428

過去 1 年以内
25.7%

1 ～ 3 年前
35.5%

3 ～ 5 年前
14.5%

5 年以上前
24.3%

副業をしたことがある
14.3%
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副業に踏み出せない理由（複数回答）

副業に興味があると回答した正社員に、副業に踏み出せない理由を質問したところ、「時間的に余裕がないから 

（52.3%）」「会社で禁止されているから （36.6%）」「体力的に余裕がないから （31.3%）」 が上位に挙がりました。

時間や体力的な制約に加えて、企業の副業に対する規制や対応も課題となっていることが浮き彫りになってい

ます。

副業に踏み出せない理由

※「副業に興味があるが経験したことがない」と回答した正社員　回答数＝1215

0% 20% 40% 60%

時間的に余裕がないから

会社で禁止されているから

体力的に余裕がないから

どのように副業先を見つければ良いのか分からないから

本業に支障をきたすから

税金に関する知識がないから

会社での手続きが煩わしいから

自身のスキルが社外でも通用する自信がないから

現職で得られる給与に不満がないから

その他

52.3%

36.6%

31.3%

24.3%

15.3%

11.7%

8.9%

8.3%

2.7%

0.7%
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生成AIに対するイメージ

生成 AI に対して、約 7 割は「ポジティブ」または「どちらかというとポジティブ」なイメージを抱いていることが

分かりました。ポジティブな理由としては、「業務の効率化が期待できるから（51.8%）」「業界の成長と発展が期

待できるから （41.1%）」「新たなプロダクトが生み出しやすくなるから （35.4%） 」が上位を占めています。

一方、ネガティブなイメージを持つ人も約 3 割存在し、主な懸念材料として「ディープフェイクの悪用リスクがあ

るから（36.5%）」「情報漏洩リスクがあるから（31.8%）」「権利侵害のリスクがあるから（28.5%）」が挙がりました。

2-8.生成AIに対するイメージ・活用状況について

生成AIに対するイメージ

生成AIに対してポジティブなイメージを持つ理由（複数回答）

※回答数＝3000

どちらかと
いうと

ネガティブ
23.0%

どちらかというと
ポジティブ

49.4%

どちらかというと
ポジティブ

49.4%

ポジティブ
20.3%

ポジティブ
20.3%

※生成 AI に「ポジティブなイメージを持っている」と回答した方　回答数＝2092

0% 20% 40% 60%

業務の効率化が期待できるから

業界の成長と発展が期待できるから

新たなプロダクトが生み出しやすくなるから

より多様な視点や知識が取り入れられるから

コスト削減が期待できるから

市場価値向上が期待できるから

年収の向上が期待できるから

その他

51.8%

41.1%

35.4%

33.1%

25.0%

5.9%

5.9%

0.7%

ネガティブ
7.3%
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生成AIに対してネガティブなイメージを持つ理由（複数回答）

※生成 AI に「ネガティブなイメージを持っている」と回答した方　回答数＝908

0% 20%10% 30% 40%

ディープフェイクの悪用リスクがあるから

情報漏洩のリスクがあるから（個人情報・機密情報等）

権利侵害のリスクがあるから（著作権・知的財産権等）

業務が代替される可能性があるから

ハルシネーションの発生リスクがあるから

マルウェアの感染リスクがあるから

その他

36.5%

31.8%

28.5%

28.0%

20.7%

11.5%

2.5%
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生成 AI の業務利用経験については、約 4 割が「利用経験あり」と回答しました。利用経験者が業務でよく使用す

る生成 AI としては、「ChatGPT（85.7%）」が圧倒的多数を占め、ついで「Microsoft 365 Copilot（37.7%）」が挙げ

られています。

生成AIの利用状況

業務で生成AIを使用したことがあるか

使用頻度が高い生成AIサービス（複数回答）

※回答数＝3000

いいえ
53.3%

はい
46.7%

※業務で「生成 AI を使用している」と回答した方　回答数＝1401

0% 50%25% 75% 100%

ChatGPT

Microsoft 365 Copilot

Gemini

Notion AI

Perplexity

Genspark

Stable Diffusion

85.7%

37.7%

19.8%

3.7%

3.7%

2.0%

1.4%

Napkin AI 1.3%

Midjourney 1.2%

Adobe Firefly 1.1%

Jasper 0.7%

その他 2.7%
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「現職または所属するエンジニア組織で生成 AI を導入している」と回答した割合は 32.7% でした。

具体的な活用方法については、「実装（コーディング）（33.2%）」「開発以外の業務改善（31.3%）」「提案 / 営業（文

章作成・要約）（26.8%）」が上位にランクインし、幅広い業務で利用されていることが分かりました。

現職や所属するエンジニア組織への生成AIの導入状況

現職や所属するエンジニア組織で生成AIを導入しているか

生成AIの活用方法（複数回答）

いいえ
48.8%

わからない
18.5% はい

32.7%

※回答数＝3000

※「現職や所属するエンジニア組織で生成 AI を導入している」と回答した方　回答数＝981

0% 20%10% 30% 40%

実装（コーディング）

開発以外の業務改善

提案／営業（文章作成・要約）

テスト（テストケース作成）

提案／営業（企画）

要件定義（ヒアリング項目作成）

テスト（テスト生成）

33.2%

31.3%

26.8%

15.2%

14.5%

11.1%

10.8%

データ管理（抽出/分析） 10.0%

実装（実装理解） 9.8%

設計（基本設計書作成） 9.7%

要件定義（要件定義書作成） 7.8%

運用・保守（障害時の対応） 6.7%

設計（アーキテクチャ図生成） 6.6%

運用・保守（運用ルール作成） 5.7%

設計（DB設計作成） 5.0%

その他 3.3%
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生成 AI の導入による業務効率化については、過半数が「効率化された（54.3%）」と回答しています。一方で、「わ

からない（35.4%）」という回答も約 3 割に上っており、すべての組織で導入効果が明確に現れているわけではな

いことが分かります。

生成AI導入による効果

生成AI導入によって、業務は効率化されたか

※「現職や所属するエンジニア組織で生成 AI を導入している」と回答した方　回答数＝981

わからない
35.4%

いいえ
10.3%

はい
54.3%
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「生成AIの出現前と比較して、エンジニアに求められるスキルは変化したと思うか」という質問に対し、約4割が「変

化を感じている」と回答しました。

重要になったと感じるスキルとしては「プロンプトスキル（47.5%）」「コミュニケーションスキル（38.3%）」「プ

レゼンテーションスキル（27.5%）」が上位に挙がっており、AI を活用するためのスキルや対人スキルの重要性が

高まっていることが明らかになりました。

生成AI出現による求められるスキルの変化

生成AIの出現前と比較して、エンジニアに求められるスキルは変化したと思うか

生成AIの影響でより重要になったと感じるスキル（複数回答）

分からない
30.9%

いいえ
32.2%

はい
36.9%

※回答数＝3000

※生成 AI の出現によって「求められるスキルが変化したと思う」と回答した方　回答数＝1106

0% 20%10% 30% 50%40%

プロンプトスキル

コミュニケーションスキル

プレゼンテーションスキル

ピープルマネジメント

プログラミングスキル

プロジェクト管理スキル

リスク管理スキル

47.5%

38.3%

27.5%

15.6%

14.5%

12.8%

10.8%

企画・提案スキル 8.9%

データ抽出・分析スキル 8.7%

評価・検証スキル 8.4%

資料作成スキル 8.3%

データベースの運用スキル 4.7%

英語スキル 3.1%

予算管理スキル 3.0%

インフラ構築スキル 2.1%

その他 1.0%



調査概要 

調査年月：2024 年 11 月 22 日～ 2024 年 11 月 29 日

調査方法：インターネット調査

調査主体：レバテック株式会社

実査委託先：GMO リサーチ＆AI 株式会社

企業側調査

有効回答数：1000s

調査対象：企業における IT 人材採用担当者 1000 名

IT 人材側調査

有効回答数：3000s

調査対象：20 歳～ 59 歳　IT 人材 3000 名

発行　2025 年 1 月 レバテック株式会社

レバテック IT人材白書 2025 


